
第５回 技術士制度・試験講習会第５回 技術士制度 試験講習会

ー 技術士試験への心構え・体験談 ー
試験受験申込書、業務経歴票〔証明書〕への

心構え・体験談心構え・体験談

２０１５年２月２１日
於 東海大学 高輪キャンパス

技術士(原子力・放射線部門）
井上 明井上 明



１．自己紹介

〇業務経歴
• １９８５年３月 ： 原子核工学専攻修了• １９８５年３月 ： 原子核工学専攻修了
• １９８５年４月～現在 ： 原子力プラントメーカに勤務

（うち４年間は外部に出向）（う 年間 外部 出向）
• LWR使用済燃料再処理プロセスに関わる研究開発及び設計
• FBR使用済燃料再処理システムに関わる設計及びその指導
使用済燃料再処理シ テムに関わる設計の指導 他• 使用済燃料再処理システムに関わる設計の指導 他

○受験履歴○受験履歴
・２０１０年度 ： 技術士一次試験合格
・２０１２年度 ： 技術士二次試験不合格
・２０１３年度 ： 技術士二次試験合格
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２．受験申込み(第一次試験①）

〇受験申込書の入手
• 日本技術士会ホームページから、受験申込書様式及び「受験申
込み案内」等をダウンロード可能。もしくは日本技術士会にて入
手可能、郵送による請求可能。

〇受験申込書受付期間
・〔平成２７年度〕 ６月１６日(火)～７月１日(水)〔平成２７年度〕 ６月１６日(火) ７月１日(水)

(申込書の配布は６月１日(月)～７月１日(水)）
・原則郵送、書留(簡易書留)
・受験手数料は現金不可。所定の納付手続きが必要。
・申込用紙の記載事項や添付書類に不備がある場合、受付期間
内に補正を完了する必要有内に補正を完了する必要有。

○受験資格
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○受験資格
・年齢・学歴・国籍・業務経歴等による制限無し



２．受験申込み(第一次試験②）

〇受験申込書（サンプル）

〇受験申込み時に提出する書類
・受験申込書
・写真・写真
・受験手数料払込受付証明書
・試験の一部免除に係る書類

（該当者のみ）（該当者のみ）

〇技術部門の選定〇技術部門の選定
・２０の技術部門

－20.原子力・放射線
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（日本技術士会HP/試験・登録情報（H26年度)より）



３．受験申込み(第二次試験①）

〇受験申込書の入手（第一次試験と同じ）
・日本技術士会ホームページから 受験申込書様式及び「受験申込・日本技術士会ホ ムペ ジから、受験申込書様式及び「受験申込
み案内」等をダウンロード可能。もしくは日本技術士会にて入手可
能、郵送による請求可能。

〇受験申込書受付期間
〔平成２７年度〕 ４月６日(月) ４月２７日(月)・〔平成２７年度〕 ４月６日(月)～４月２７日(月)
(申込書の配布は４月１日(水)～４月２７日(月)）

・原則郵送 書留(簡易書留)原則郵送、書留(簡易書留)
・受験手数料は現金不可。所定の納付手続きが必要。
・申込用紙の記載事項や添付書類に不備がある場合、受付期間内に
補正を完了する必要有。
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３．受験申込み(第二次試験②）

〇受験資格〇受験資格

４年（７年）超。

４年（７年）超。

（日本技術士会HP/
試験・登録情報より）

例えば、修習技術者で実務経験７年（１０年）超。
修習技術者となる前の経験も含められる。
大学院 究経 も最大 年含め れる
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大学院での研究経歴も最大２年含められる。
（ ）内は総合技術監理部門の場合



３．受験申込み(第二次試験③）

〇受験資格（続）〇受験資格（続）
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（日本技術士会HP/
試験・登録情報より）



３．受験申込み(第二次試験④）

プ〇受験申込書（サンプル１枚目）
〇ダウンロードの場合、

両面印刷不可両面印刷不可
〇受験申込み時に提出する書類

・受験申込書
業務経歴票・業務経歴票

・写真
・受験手数料払込受付証明書受験手数料払込受付証明書
・技術士補となる資格を有する

ことを証明する書類
－第一次試験合格証 等－第一次試験合格証 等

〇技術部門/選択科目の選定
20-1 原子炉システムの設計及び建設
20 2 原子炉システムの運転及び保守20-2 原子炉システムの運転及び保守
20-3 核燃料サイクルの技術
20-4 放射線利用
20 5 放射線防護
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（日本技術士会HP/試験・登録情報（H26年度)より）

20-5 放射線防護



３．受験申込み(第二次試験⑤）

験申 書（ プ ）

〇業務経歴票〔証明書〕
・４～５業務（行）を記載。（業務経験の広さ）

〇受験申込書（サンプル２枚目）

・各業務内容は技術士に相応しい経験であ
ることを、「～の計画」、「～の研究」、「～の
設計｣「～の指導」等の語句により表現。
「業務 詳細 を 載 業務・「業務の詳細」を記載した以外の業務につ

いても、口頭試験において業務の詳細を問
われる可能性を踏まえて、記載する業務項
目を選定する目を選定する。
〇業務内容の詳細
・平成２４年度試験までの「技術体験論文」
（3000字 筆記試験合格後執筆）の代替で

余裕をもって

（3000字、筆記試験合格後執筆）の代替で
あり、口頭試験におけるメインの審査対象
のため、最も技術士として相応しい業務を
選択して詳細を記載（720字）する選択して詳細を記載（720字）する。
・「立場と役割」⇒「業務上の課題」⇒「技術
的な提案」⇒「技術的成果」といった流れで
記載するのがよい。
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記載するのがよい。
・制限字数（720字）を余すことのないように。
・誤字、脱字は論外。 （日本技術士会HP/試験・登録情報（H26年度)より）



４．おわりに

〇長丁場となるので、コツコツと計画立てて、気長に。

〇受験申込み手続きは余裕をもって。
(二次試験の業務経歴の証明等)( 次試験 業務経歴 証明等)

〇二次試験の業務経歴は、口頭試験に直結するので、
慎重か 寧慎重かつ丁寧に。

〇技術士受験は 技術者としてどうあるべきか〇技術士受験は、技術者としてどうあるべきか、
自分を見つめなおす良いチャンス。
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